
世界に羽ばたく
ＪＩＣＡボランティア

• 青年海外協力隊

• シニアボランティア

• 日系社会ボランティア



¿  Cómo es NIKKEY ?

１） 日系人（にっけいじん）とは
日本以外の国に移住し当該国の国籍または永住権を取得した日日本人

及びその子孫のこと。      。
２） 2017年時点で約400万人存在する。3分の2はラテンアメリカに集
中している。
３）日本に居住する日系人は約30万人。日本人留学生や国外出張者など
日本国外に在住する日本国籍者は在外日本人と呼ばれ約140万人存在す
る。
４）日本人最初のペルーへの移民790名がペルーカヤオ港に到着したの
は1899年、明治32年4月3日（友好の日）
５）ペルー海岸地帯にあるサトウキビ耕地から養成を受けた森岡移民会
社が日本政府から許可を受け募集した契約移民であった。
６）新天地への夢と希望に胸一杯、日本郵船佐倉丸に乗船し横浜の港か
ら船出した。ペルーに行く初移民の門出を祝って、花火、奏楽続く中、
華やかな船出をしたのであった。
７）ペルーの新聞“エルコメルシオ”は強制されず自分自身の意思で移
民してきた20歳から30歳の頑丈な体格の持ち主であると報じている。







1923年に移民契約が廃止されるまで17,764人もの日本人
がペルーへ移住する事になった。現地での移住者は理容師
や雑貨店を営んだ。当初日系人はペルー社会からの信用が
なかったため銀行から融資は受けられず、事業を興す為に
日系人同士の頼母子講が整備された。1917年にはペルー中
央日本人会、1920年にはリマ日本人学校が創設されるなど
組織化も進んでいた。

現地の住民と交流を持つ機会が少なかった日系人は、ペ
ルー社会で反感を買うことになった。
1930年の満州事変の影響により日米関係が悪化。親米的

なペルー政府にも日系社会の反感が強まった。1941年の真
珠湾攻撃によって太平洋戦争が開戦するとアメリカ合衆国
の要請に応じて約2,000人の日系人を北米の強制収容所に
送った。



1999年アメリカクリントン大統領
謝罪の手紙と5000ドル小切手

50年以上前のことですがアメリカ合衆国は不当に抑留、強制
隔離強制移住、自由を奪いました。第2次世界大戦中に基本的自
由権を奪ったアメリカ合衆国の不公正な行為に、全アメリカ合
衆国市民を代表し深く陳謝の意を表します。私達は過去に犯し
た過ちを十分認識した上で、ひどい不公正に耐えてこられた皆
様方に深くお詫びを申し上げます。
全アメリカ合衆国市民が犯した行為が人種

偏見と戦時中のヒステリーに根差したもので
あったことを良く了解し同時に過去の過ち
への反省からより平等でより公正でかつ自由を
尊重する国家に育つよう新たな努力を重ねる
ことを十分理解しております。あわせて本来
の新しい世代には素晴らしい将来が訪れる
ことを願っています



1990年代アルベルト・フジモリの率いた変革90が大統領
選挙に勝利し大統領となった。アランガルシアが傾けたペ
ルー社会を立て直す日系人の存在感は飛躍的に上昇した。
しかしフジモリ失脚後にフジモリ政権の閣僚の汚職が明ら
かになると「誠実、勤勉、テクノロジー」と日系人を表し
たポジティブなイメージは傷つくこととなった。 
2011年6月15日、アランガルシア大統領は、第2次大戦中

に日系人を米国の強制収容所に送り込んだ事実について、
「1941年に子供を含めた日系人数千人が
逮捕され不法に拘束された。無法者たち
はあなたがたの家や会社を略奪し、
財産を我が物にした。ペルーの大統領と
して日系人の人権と尊厳を踏みにじった
事実について謝罪する」
と正式に謝罪した。



参議院議長 尾辻秀久氏

戦後、日本は戦争中の戦闘要員を増やそうという政策と引揚
者の急増という両面からの問題解決の為、日本人を外地に移住
させる政策に取り組みました。バラ色の条件で移住を勧めまし
た。然し「移住先の条件の厳しさは伏せておいてほしい」とい
う電報を本省に打った大使がいたことも事実でした。
彼らの中には国と裁判された方もおられました。

国会質問に応えて小泉首相が謝罪も
しておられます。
然し。皆様方が選別された方々で、歯を食い
しばって今日の地を築かれたこと。
移住先の印象は。経済発展に、さらに

文化社会生活全面での大きな貢献を与えて
もらったと各国の政府高官のお言葉です。



日系人の今昔物語

Perú                   Japón

Pasado Presente futuro





就任式



運動会
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日系人協会会長

日本国大使
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神内センター所長と
日本人学校の校長



カニエテ寺院

日系人老人
ホーム
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民謡
プログラム

フラダンス



高齢者
ハンドベルで

参加

ボランティアの
ベリーダンス



4年ぶりの
シンポジウム
ご招待

世界各国から
300人の
日系人の方々が
東京に参集



日系人世界大会 故神内良一氏
プロミス元会長



日系人世界大会



初上陸の地 ス・アスール
Pasado 過去



日本人のお墓



ペルー日系人協会



米寿のフェスティバル
Presente 現在



お誕生会
ＳＲＡ．ＧＡＮＡＪＡ



♪沖縄カギヤデフー♪



庭での食事



歓迎会(ボランティア)



デイサービスリハビリダンス



神内センター所長と日本大使館書記官の奥様



日本から１万５５００キロメートルに位置する

国土面積 日本の３．４倍

３つの地域に区分される

*コスタ（海岸砂漠地帯、温暖、雨が降らない）
*シエラ（山岳地帯、標高４８００メートル）
*セルバ（アマゾン流域、高温多湿熱帯性雨林）

ペルーの概要



首都 リマ



リマ市内の遺跡





マチュピチュ





日系人協会



リマ日本人学校
同窓会

ペルーノルテーニャ

♪

♪



移住110周年記念式典

ガルシア大統領

大使夫人
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安いフルコース



戦後のペルーの日本人

戦争には敗れたが自分たちの子供に日本人の誇りと精神
を受け継がせようと両親は貧しい中から子供の教育に熱意
を傾け高等教育を受けさせた。
ペルーに残っていた日本人はかっての出稼ぎ移民時代の

風潮は消え、在住同胞はペルー日本人ではなく「日系ペ
ルー人」となっていた。
日本人の多くが南米最古の名門“サン・マルコス”大学

をはじめとする大学に進学していた。
1960年に入ると卒業した日系二世達はペルー人としての

自覚が強くペルーの為に何ができるかと話し合いその仲間
からアルベルト・フジモリ大統領が政権を握るようになっ
たのです
現在裕福に暮らしてられる二世三世四世の方々は先駆者

の方々の苦労を受け継いでおられるのです。



移住135年に渡ってのペルーのペルー日系人社会
の根深い歴史は簡単には発表できない。
戦後70年にして、強制収容された方々の遺骨お墓

の定かにされてはいなかったのですが、アメリカ、
ペルー、日本の政府高官によって発表されました。
それらの方のお名前はニューヨークの国立図書館

に所蔵されています。3世の方々によってご先祖変
遷を調査しにいかれています。先駆者たちは地産自
消をモットーに野菜果物を生産され食糧にされてい
ます。例えば納豆、味噌、醤油、梅干、和菓子、酒
などを日本を偲んで食されています。勿論それらの
材料となる作物は広大な土地で生産されています。

何時も“おかげさま”の精神で地と汗の滲んだ彼ら
の努力が今のペルーを支えています。



今世界中では紛争、続いています。たくさん
の一般市民が巻き添えを食って多くの命が奪われ
ています。早く、この紛争が集結して平和な世の
中が来ることを願ってやみません。

ご清聴ありがとうございました
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